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ル
ン
ビ
一
一
一
園
復
興

日
本
側
専
門
家
会
議

　
さ
る
四
月
二
十
七
日
午
後
六
時
よ
り
、
日
本
側
学

識
経
験
者
に
よ
る
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
専
門
家
会
議
が
、

東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

　
同
会
議
に
は
、
中
村
面
影
（
東
方
学
院
長
）
、
奈

良
康
明
師
（
駒
沢
大
学
学
長
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
二
会

顧
問
）
、
塚
本
啓
祥
師
（
宝
仙
学
園
短
期
大
学
学

長
、
ア
シ
ョ
カ
碑
文
研
究
の
第
一
人
者
）
、
小
西
正

身
氏
（
立
教
大
学
教
授
、
考
古
学
）
、
本
会
派
遣
の

現
地
発
掘
調
査
員
の
上
坂
悟
・
荒
川
維
久
両
氏
の
出

席
を
得
て
、
約
四
時
間
余
に
わ
た
り
活
発
な
討
議
が

行
わ
れ
た
。

　
は
じ
め
に
奈
良
学
長
よ
り
、
会
議
に
先
立
っ
て
四

月
十
七
、
十
入
の
両
日
に
視
察
さ
れ
た
ル
ン
ビ
ニ
ー

園
の
状
況
が
つ
ぶ
さ
に
報
告
さ
れ
、
つ
づ
い
て
上
坂

氏
よ
り
、
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
終
了
し
た
発
掘
調

査
の
概
要
と
、
遺
跡
の
現
況
（
雨
期
対
策
等
）
に
つ

い
て
ス
ラ
イ
ド
を
ま
じ
え
て
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
本
発
掘
調
査
の
学
術
的
位
置
付
け
、
調

査
結
果
の
集
約
、
遺
跡
の
処
置
等
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
分
野
か
ら
種
々
の
意
見
が
出
さ
れ
、
本

会
の
今
後
の
事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
、
た
い
へ
ん

参
考
に
資
す
る
結
果
が
得
ら
れ
た
。
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上）東京グランドホテルで開催された日本側専門家

会議　左から小西氏、塚本師、中村氏

下）ルンビニー園を視察される奈良学長、右端は現

地の考古学者

・
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ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

　
さ
る
五
月
十
七
日
午
後
四
時
よ
り
、
本
年
度
第
一

回
の
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
が
、
曹
洞
宗
宗
務
庁
会
議

室
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　
こ
の
日
の
委
員
会
で
は
、
同
委
員
会
顧
問
の
奈
良

康
明
師
の
出
席
を
得
て
、
四
月
に
行
わ
れ
た
ル
ン
ビ

ニ
i
園
現
地
視
察
と
日
本
側
専
門
家
会
議
の
詳
細
が

約
一
時
間
に
わ
た
っ
て
報
告
さ
れ
た
。
つ
づ
い
て
、

平
成
六
年
度
事
業
報
告
が
石
川
浩
徳
国
際
文
化
部
長

よ
り
、
平
成
七
年
三
月
三
十
一
日
現
在
の
中
間
収
支

計
算
が
鷲
尾
幸
雄
財
務
部
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告

さ
れ
た
。
休
憩
を
は
さ
ん
で
議
題
に
移
り
、
今
後
の

事
業
方
針
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、
考
古
学
調
査
・
遺

跡
の
保
存
・
新
マ
ヤ
堂
の
建
立
等
に
関
し
て
、
出
席

者
よ
り
活
発
に
意
見
が
出
さ
れ
た
。
今
後
の
事
業
の

進
め
方
に
つ
い
て
は
、
理
事
会
の
承
認
を
得
る
こ
と

に
な
っ
た
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災

翻
霞
愈
麗
偲
申

　
本
会
で
は
義
援
金
の
勧
募
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

左
記
の
郵
便
振
替
口
座
へ
お
振
り
込
み
下
さ
い
。
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表
題
に
つ
い
て
の
説
明
会
が
、
去
る
四
月
二
十
一

日
文
化
庁
宗
務
課
に
よ
り
、
文
部
大
臣
所
轄
の
宗
教

法
人
に
対
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
三
月
二
十
七
日
付
の
大
蔵
大
臣
告
示
に

よ
り
、
阪
神
淡
路
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
宗
教
法

人
が
、
そ
の
建
物
等
の
復
旧
の
た
め
に
募
金
す
る
寄

付
金
が
、
一
定
の
用
件
の
も
と
に
寄
付
金
控
除
又
は

損
金
算
入
の
対
象
と
な
る
寄
付
金
と
し
て
取
り
扱
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
を
う
け
て
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で

す
っ
事
務
総
局
は
傘
下
の
十
九
の
教
団
関
係
者
を
含

む
四
十
四
の
団
体
と
と
も
に
右
説
明
会
に
出
席
し
ま

し
た
。

　
以
下
、
当
日
配
布
さ
れ
た
レ
ジ
ュ
メ
と
原
克
己
課

長
補
佐
の
説
明
に
沿
っ
て
、
簡
単
に
そ
の
概
要
を
述

べ
る
こ
と
に
し
ま
す
。

一、

w
定
寄
付
金
と
は

①
公
益
法
人
等
が
行
う
、

②
広
く
一
般
に
募
集
す
る
募
金
で
、

③
教
育
又
は
科
学
の
振
興
、
文
化
の
向
上
等
の
公

　
　
益
の
増
進
に
寄
与
す
る
た
め
の
支
出
で
、

④
緊
急
を
要
す
る
も
の
に
当
て
ら
れ
る
こ
と
が
確

　
　
実
な
も
の
と
し
て
、

⑤
大
蔵
大
臣
が
期
間
及
び
募
金
総
額
を
定
め
て
指

　
　
定
し
た
も
の
に
対
す
る

寄
付
金
の
こ
と
で
す
。

　
　
こ
の
指
定
寄
付
金
に
指
定
さ
れ
る
と

①
寄
付
し
た
者
が
個
人
の
場
合
は
、
寄
付
金
の
合

　
　
計
額
（
所
得
金
額
の
二
五
％
以
内
）
か
ら
一
万

　
　
円
を
引
い
た
額
が
寄
付
金
控
除
と
し
て
所
得
か

　
　
ら
控
除
さ
れ
、

②
寄
付
し
た
者
が
企
業
等
の
場
合
に
は
、
通
常
の

　
損
金
算
入
と
は
別
枠
で
損
金
算
入
で
き
る

　
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
寄
付
し
た
者
の
所
得
税

や
法
人
税
が
そ
れ
だ
け
低
く
な
り
、
そ
の
結
果
募

　
集
が
容
易
に
な
る
わ
け
で
す
。

二
、
募
金
を
募
る
者

　
①
被
災
し
た
宗
教
法
人
と
、

　
②
こ
の
被
災
し
た
宗
教
法
人
を
包
括
す
る
包
括
宗

　
　
教
法
人
で
す
。

　
　
宗
務
課
で
は
、
な
る
べ
く
包
括
宗
教
法
人
が
主

　
体
と
な
っ
て
募
金
活
動
を
し
て
ほ
し
い
、
と
希
望

　
し
て
い
ま
す
。
被
災
し
た
寺
院
が
個
々
に
勧
募
す

　
る
よ
り
も
、
宗
派
、
宗
門
で
全
国
的
に
勧
募
し
た

　
方
が
集
ま
り
や
す
い
と
い
え
ま
す
か
ら
、
包
括
宗

　
教
法
人
で
勧
嘱
す
る
体
制
を
探
る
こ
と
は
必
要
な

　
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

三
、
募
金
の
対
象
と
な
る
施
設

①
宗
教
法
人
の
所
有
し
て
い
た
建
物
（
含
付
属
設
備
）

　
②
構
築
物
（
例
え
ば
灯
籠
、
手
水
舎
、
山
門
、
鐘

　
　
楼
、
石
垣
な
ど
）

　
③
右
①
②
と
一
体
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
土
地
で
、

④
宗
教
法
人
が
も
っ
ぱ
ら
自
己
の
宗
教
又
は
公
益

　
　
事
業
の
用
に
供
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

⑤
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
り
建
物
等
が
滅
失
又

　
　
は
損
壊
し
、
補
修
な
し
に
は
建
物
と
し
て
本
来

　
　
の
機
能
を
果
た
さ
な
い
、
又
は
そ
の
利
用
の
継

　
　
続
が
困
難
で
あ
る
こ
と
。

　
の
要
件
を
備
え
て
い
な
け
れ
ば
な
れ
ま
せ
ん
。

　
　
従
っ
て
住
職
ら
個
人
の
所
有
物
に
は
適
用
さ
れ

　
ま
せ
ん
し
、
幼
稚
園
・
保
育
並
等
公
益
事
業
に
使

用
し
て
い
る
も
の
は
該
当
し
ま
す
が
、
宿
坊
等
が

一3一
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旅
館
業
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
場
合
の
よ
う
に
収

　
益
事
業
に
使
用
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
該
当

　
し
ま
せ
ん
。

四
、
対
象
と
な
る
復
旧
費
用

　
原
状
回
復
に
必
要
な
事
業
費
か
ら

　
①
自
己
資
金
、
②
借
入
金
、
③
宗
派
宗
門
等
か
ら

　
　
の
補
助
金
を
差
引
い
た
残
額
で
す
。

　
　
原
状
回
復
の
費
用
が
も
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、

　
復
興
事
業
の
機
会
に
今
ま
で
に
な
か
っ
た
施
設
を

　
新
た
に
造
る
費
用
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

五
、
認
定
の
申
請

　
①
原
則
と
し
て
、
平
成
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

②
や
む
を
え
な
い
場
合
は
平
成
十
一
年
三
月
三
十

　
　
一
日
ま
で

で
す
。

　
　
や
む
を
え
な
い
場
合
と
は
、
新
た
に
都
市
計
画

　
や
建
築
上
の
制
限
が
設
け
ら
れ
た
よ
う
な
と
き
の

長谷川正浩弁護士

　
こ
と
を
い
い
、
や
む
を
え
な
い
か
ど
う
か
の
判
断

　
は
所
轄
庁
の
専
権
で
す
。

六
、
募
集
期
間

　
　
所
轄
庁
が
認
定
を
し
た
日
か
ら
三
年
以
内
で
宗

　
教
法
人
で
自
由
に
決
め
ら
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、

　
認
定
さ
れ
る
前
に
寄
付
さ
れ
た
も
の
は
該
当
し
ま

　
せ
ん
。
こ
の
期
間
は
募
集
す
る
期
間
で
す
の
で
事

　
業
を
行
う
期
間
は
こ
れ
に
拘
束
さ
れ
ま
せ
ん
。

七
、
包
括
法
人
か
行
う
募
集
の
た
め
の
手
続
き

　
①
ま
ず
、
宗
派
内
に
お
け
る
個
々
の
被
災
寺
院
に

　
　
つ
い
て
建
物
等
の
被
災
の
程
度
、
特
に
補
修
な

　
　
し
に
建
物
等
と
し
て
本
来
の
機
能
を
果
た
さ
な

　
　
い
も
の
か
ど
う
か
、
利
用
の
継
続
が
困
難
か
ど

　
　
う
か
、
自
己
資
金
、
宗
派
の
補
助
金
以
外
に
勧

　
　
塗
し
な
け
れ
ば
復
旧
が
困
難
か
ど
う
か
等
々
を

　
　
調
査
・
検
討
し
ま
す
。

②
被
災
寺
院
に
復
興
事
業
の
た
め
の
特
別
会
計
を

　
　
設
定
す
る
よ
う
指
示
し
ま
す
。
こ
れ
は
指
定
寄

　
　
付
金
の
認
定
を
受
け
な
く
て
も
必
要
と
思
わ
れ

　
　
ま
す
が
、
認
定
を
受
け
る
た
め
に
は
必
要
不
可

　
　
欠
で
す
。

③
そ
し
て
金
融
機
関
に
専
用
の
口
座
（
一
つ
に
限

　
　
る
）
を
開
設
し
て
、
募
金
方
法
を
定
め
、
教
務

　
所
等
の
地
方
機
関
に
こ
れ
ら
募
金
方
法
を
周
知

　
徹
底
さ
せ
て
お
き
ま
す
。

④
又
、
宗
派
で
集
め
た
募
金
の
配
分
方
法
も
事
前

　
　
に
決
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特

　
　
に
、
　
「
特
定
の
寺
院
に
」
と
い
っ
て
宗
派
に
寄

　
　
付
さ
れ
た
揚
合
の
配
分
方
法
は
、
集
ま
り
具
合

　
　
に
よ
っ
て
は
問
題
が
起
き
る
可
能
性
が
大
で
す

　
　
か
ら
、
事
前
に
は
っ
き
り
さ
せ
て
お
く
こ
と
が

　
　
肝
要
で
す
。

　
⑤
こ
の
段
階
か
ら
積
極
的
に
事
前
打
ち
合
わ
せ
を

　
　
し
て
ほ
し
い
と
宗
務
課
で
は
い
っ
て
い
ま
す
。

　
　
こ
の
為
の
体
制
を
整
え
て
待
っ
て
お
ら
れ
る
よ

　
　
う
で
す
。

八
、
募
金
開
始
の
申
請

　
①
被
包
括
宗
教
法
人
ご
と
に
記
載
す
る
「
震
災
寄

　
　
付
金
に
係
る
事
業
及
び
資
金
概
況
書
」
　
「
建
物

　
　
等
の
概
要
」
等
々
は
ひ
な
型
が
用
意
さ
れ
て
い

　
　
ま
す
。

　
②
添
付
書
類
と
し
て
次
の
も
の
が
必
要
で
す
。

　
．
申
請
の
前
年
度
及
び
前
々
年
度
の
収
支
計
算
書

　
　
　
（
焼
失
し
た
場
合
は
宗
務
課
に
相
談
）

　
．
直
近
に
作
成
し
た
財
産
目
録
（
被
災
後
の
も
の

　
　
で
も
可
）

　
・
被
災
し
た
建
物
等
の
概
要
及
び
罹
災
証
明
等
の

　
　
被
害
状
況
の
説
明
資
料

　
．
募
金
の
対
象
と
な
る
復
旧
費
用
算
定
の
基
礎
と

　
　
な
る
見
積
書
等
の
資
料

　
・
資
金
計
画
の
基
礎
と
な
る
借
入
金
の
契
約
書
、

　
　
補
助
金
の
交
付
決
定
通
知
書
等
の
資
料

九
、
勧
募
の
開
始

　
　
右
の
申
請
が
提
出
さ
れ
た
ら
謙
譲
開
始
と
な
り

一4一
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ま
す
。
開
始
に
あ
た
っ
て
誠
実
に
履
行
す
る
等
を

内
容
と
す
る
誓
約
書
を
提
出
し
ま
す
が
、
宗
務
課

で
は
特
に
、

①
税
に
関
係
す
る
も
の
な
の
で
、
絶
対
に
不
正
の

　
な
い
よ
う
に
す
る
。

②
信
者
等
へ
の
割
り
当
て
が
な
さ
れ
、
半
強
制
的

　
に
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
批
判
を
さ
れ

　
な
い
よ
う
に
す
る
。

の
二
点
に
注
意
さ
れ
た
い
と
い
っ
て
い
ま
す
。

　
寄
付
者
の
為
に
「
仮
の
領
収
書
」
を
発
行
し
、

こ
の
控
え
か
ら
「
寄
付
金
実
績
】
覧
表
」
を
作
成

し
て
、
一
定
の
期
間
毎
に
宗
務
課
に
「
寄
付
受
領

書
」
と
と
も
に
提
出
し
て
、
一
人
一
人
の
寄
付
者

毎
の
「
寄
付
受
領
書
」
に
確
認
印
を
押
し
て
返
し

　
て
も
ら
い
、
こ
れ
を
寄
付
者
に
交
付
し
ま
す
。
面

倒
な
手
続
き
で
す
か
ら
具
体
的
に
は
宗
務
課
の
指

示
を
仰
ぎ
な
が
ち
行
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
寄
付
事
業
や
募
金
計
画
の
変
更
は
、
宗
務
課
が

や
む
を
え
な
い
と
認
め
た
と
き
に
限
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
必
要
が
生
じ
た
ら
直
ち
に
宗
務
課
に
相

談
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
〇
、
募
金
の
終
了
ま
で

　
募
金
開
始
か
ら
終
了
ま
で
、
　
「
年
次
報
告
」

　
「
募
金
終
了
報
告
」
　
「
事
業
報
告
」
　
「
実
績
報

告
」
等
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ひ
な
型

が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
宗
務
課
と
相
談
し

な
が
ら
遅
滞
な
く
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＝
、
お
わ
り
に

全
日
仏
青
東
京
大
会

仏全

　
さ
る
四
月
十
七
日
、
全
日
本
仏
教
青
年
会
の
東
京

大
会
が
、
三
余
名
の
参
加
者
を
得
て
東
京
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
を
会
場
に
行
わ
れ
た
。
開
会
に
際
し
て
戦
災
・

阪
神
大
震
災
犠
牲
者
へ
の
黙
禧
が
捧
げ
ら
れ
、
つ
づ

い
て
第
一
か
ち
第
三
分
科
会
で
は
「
仏
教
と
医
療
の

関
わ
り
」
と
の
テ
ー
マ
で
、
中
野
東
禅
師
、
奈
倉
道

隆
氏
（
龍
谷
大
学
教
授
）
、
斎
藤
武
氏
（
東
京
女
子

医
大
非
常
勤
講
師
）
を
講
師
に
迎
え
、
ま
た
第
四
分

科
会
で
は
「
阪
神
大
震
災
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
報
告
と

展
望
」
に
つ
い
て
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

　　

ﾘ
国
花
ま
つ
り

　
さ
る
四
月
二
十
九
日
か
ら
、
大
韓
民
国
ソ
ウ
ル
市

に
お
い
て
、
韓
国
仏
教
目
当
協
議
会
主
催
の
花
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
た
。
本
会
か
ら
は
鷲
尾
幸
雄
財
務
部

長
と
石
川
浩
徳
国
際
文
化
部
長
が
参
列
し
た
。

　
韓
国
め
花
ま
つ
り
は
、
仏
教
各
宗
派
の
み
な
ら
ず

国
民
的
行
事
と
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
る
。
今
年
は
、

同
日
午
後
五
時
か
ち
五
万
人
が
参
集
し
た
大
法
会
に

始
ま
り
、
百
万
人
規
模
の
パ
レ
ー
ド
へ
と
つ
づ
き
、

韓
国
仏
教
徒
は
夜
通
し
仏
陀
の
生
誕
を
祝
っ
た
。

　
今
回
の
措
置
は
、
私
共
に
と
っ
て
も
、
ま
た
所

轄
庁
に
と
っ
て
も
初
め
て
の
経
験
で
あ
り
、
戸
惑

う
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
思
わ
ぬ
事
態

が
生
じ
て
し
ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
宗
派

と
し
て
は
宗
務
課
と
相
談
し
な
が
ら
、
こ
の
手
続

き
を
専
門
に
行
う
職
員
に
担
当
し
て
い
た
だ
き
、

復
興
事
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
体
制
を
整

え
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
長
谷
川
正
浩
弁
護
士
の

無
料
法
律
相
談
室
を
毎
月
第
一
、
二
木
曜
日
に
開

催
し
て
い
ま
す
。
事
前
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、

長
谷
川
法
律
事
務
所
（
〇
三
⊥
二
五
五
二
一
四
五

五
四
）
、
ま
た
は
本
会
事
務
総
局
（
〇
三
⊥
二
五

三
七
一
九
二
七
五
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

仏書のご案内
　　　　　《一枚布染め分け》

大仏旗　タテ140㎝×ヨコ210㎝

野仏旗　タテ90㎝×ヨコ135cm

小仏旗　タテ70㎝×ヨコ100cm

手旗タテ70㎝×ヨコ100㎝

法輪旗　タテ90㎝×ヨコ135cm

32，000円

18，000円

9，300円

8，000円

7，400円

申込先全日本仏教会財務部

費03－3437－9275FAXO3－3437－3260
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蓮華院誕生寺国際協力協会

会長川原職質師（42歳）

1995年6月1日

　
今
回
で
は
、
九
州
か
ら
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
に
向

け
て
活
動
し
て
い
る
「
蓮
華
院
誕
生
寺
国
際
協
力
協

会
（
A
R
T
I
C
）
」
の
川
原
英
照
師
の
素
顔
を
ご

紹
介
し
た
い
。
川
原
師
は
真
言
律
宗
の
別
格
本
山
で

あ
る
蓮
華
院
誕
生
寺
（
熊
本
県
玉
名
市
）
の
住
職
で

師照英原川

も
あ
り
、
寺
を
挙
げ
て
の
N
G
O
活
動
に
取
り
組
ん

で
お
ら
れ
る
。

一
始
め
ら
れ
た
経
緯
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

川
原
　
一
九
七
九
年
か
ら
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
の
惨
状

が
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
度
々
報
道
さ
れ
る
の
を
見
て

い
ま
し
て
、
同
じ
仏
教
徒
と
し
て
、
ア
ジ
ア
人
と
し

て
「
な
ん
か
せ
な
い
か
ん
な
あ
、
な
ん
か
せ
ん
で
い

い
ん
だ
ろ
う
か
」
と
寺
の
中
で
も
相
談
し
て
お
っ
た

ん
で
す
。
そ
れ
で
、
と
う
と
う
先
代
の
住
職
が
決
断

い
た
し
ま
し
て
、
と
に
か
く
募
金
を
始
め
た
ん
で
す
。

　
そ
の
お
金
を
ど
う
使
う
か
は
、
後
か
ら
考
え
ま
し

て
、
曹
洞
宗
東
南
ア
ジ
ア
難
民
会
議
（
曹
洞
宗
国
際

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
目
S
V
A
の
前
身
）
に
託
し
た
ん

で
す
。
と
い
う
の
は
、
私
も
難
民
キ
ャ
ン
プ
へ
連
れ

て
行
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
活
動
や
松
永
然
道
会
長

や
有
馬
実
成
事
務
局
長
の
お
考
え
を
見
聞
き
し
、
こ

れ
こ
そ
ま
さ
に
私
共
の
宗
祖
、
興
正
菩
薩
孝
養
上
人

の
精
神
に
他
な
ら
な
い
と
信
じ
、
宗
派
の
違
い
を
超

え
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ん
で
す
。

　
で
す
か
ら
、
初
め
の
こ
ろ
は
N
G
O
の
組
織
に
な

っ
て
い
な
く
て
、
一
寺
院
と
し
て
や
っ
て
い
た
ん
で

す
。
寺
の
新
聞
に
も
コ
ー
ナ
ー
を
作
っ
て
、
ず
っ
と

募
金
を
呼
び
か
け
て
き
た
ん
で
す
。

1
　
信
者
の
皆
さ
ん
の
反
応
は
い
か
か
で
す
か
。

川
原
　
先
代
の
住
職
は
「
反
省
・
感
謝
・
奉
仕
」
の

三
つ
を
信
条
と
し
て
、
こ
の
活
動
も
奉
仕
行
と
い
う

位
置
付
け
な
ん
で
す
、
で
す
か
ら
、
布
教
の
一
環
と

し
て
や
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
多
く
の
信
者
さ
ん
が
菩

薩
行
と
し
て
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
で
こ
そ
N
G
O
と
し
て
形
が
整
っ
て
き
ま
し
た

が
、
も
と
も
と
は
お
寺
の
活
動
の
一
部
な
の
で
す
。

当
寺
は
檀
家
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
信
者
さ
ん
を
対
象

に
戦
後
す
ぐ
か
ら
ず
っ
と
新
聞
を
出
し
続
け
て
き
た

実
績
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
助
け
ら
れ
て
十
五

年
続
い
て
い
ま
す
。

　
募
金
を
初
め
て
十
年
く
ら
い
た
っ
た
こ
ろ
に
転
機

を
迎
え
ま
し
て
、
他
の
団
体
と
も
協
力
し
た
り
、
も

っ
と
広
く
勉
強
し
よ
う
、
信
者
さ
ん
以
外
に
も
活
動

を
広
め
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
N
G
O
と
し
て
一
応

独
立
し
た
組
織
に
し
て
、
　
「
蓮
華
院
誕
生
寺
国
際
協

力
協
会
（
A
R
T
I
C
）
」
と
い
う
看
板
を
掲
げ
た

わ
け
で
す
。
今
で
は
専
従
の
職
員
も
お
い
て
、
ス
リ

ラ
ン
カ
の
ネ
セ
ッ
ク
財
団
に
も
職
員
を
派
遣
し
て
い

ま
す
。
も
っ
と
も
給
与
は
蓮
華
院
か
ら
出
し
て
い
る

ん
で
す
が
。

　
当
初
は
S
V
A
に
協
力
す
る
形
で
の
活
動
だ
っ
た

ん
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
出
会
い
が
あ
っ
て
、
五
年

前
か
ら
ス
リ
ラ
ン
カ
の
教
育
支
援
活
動
を
独
自
に
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
も
渋
井
修
羅

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

l
A
R
T
－
C
の
基
本
精
神
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

川
原
　
仏
教
で
は
上
露
菩
提
も
大
事
で
す
け
れ
ど
も
、

現
実
に
目
の
前
に
困
っ
て
い
る
人
が
い
る
と
き
に
何

一6一
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も
し
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
ん
で
す
。
下
化
衆
生
で

す
ね
。
私
自
身
も
「
こ
の
程
度
し
か
で
き
な
い
の
か
」

と
情
け
な
く
も
思
い
ま
す
が
、
宗
教
者
の
依
っ
て
立

つ
と
こ
ろ
を
は
っ
き
り
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
日
本
の
仏
教
は
歴
史
的
に
社
会
活
動
の
基
礎
が
弱

い
ん
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。
真
言
宗
で
は

「
即
身
成
仏
、
救
世
利
人
」
と
い
い
ま
す
が
、
仏
教

者
が
仏
教
者
ら
し
く
、
N
G
O
の
運
動
を
ど
う
取
り

入
れ
て
い
け
る
か
が
、
私
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
仏
教

再
生
の
キ
ー
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

1
今
後
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
か
。

川
原
　
実
は
や
り
た
い
こ
と
は
い
つ
ぱ
い
あ
る
ん
で

す
。
去
年
か
ら
機
関
紙
『
み
ろ
く
の
風
』
を
出
し
始

め
た
し
、
会
議
も
増
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

こ
こ
二
～
三
年
は
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
（
現
地
体
験
旅

行
）
も
実
施
し
て
い
る
ん
で
す
。
今
年
の
ス
タ
デ
ィ

ツ
ア
ー
は
中
学
生
と
か
若
い
人
を
中
心
に
、
な
る
べ

く
少
人
数
で
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
式
に
や
り
た
い
と
思

っ
て
、
こ
れ
か
ら
P
T
A
等
と
も
相
談
し
て
い
き
た

い
と
準
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
基
本

は
足
腰
を
強
く
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
広
い
意
味
で
の

人
材
の
育
成
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
般
維
持
会
員
　
　
　
　
　
　
五
、
○
○
○
円

グ
ル
ー
プ
（
家
族
）
維
持
会
員
　
　
一
〇
、
○
○
○
円

法
人
維
持
会
員
　
　
　
　
　
　
五
〇
、
○
○
○
円

明
に
「
心
の
塁
親
」
会
員
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
、

郵
便
振
替
ゆ
〇
一
九
九
〇
一
二
⊥
二
＝
二
〇
一

　
　
　
　
蓮
、
華
院
国
・
際
協
力
協
会
・
．

事
務
局
一
熊
本
県
玉
名
帝
築
些
一
一
一
入
園

1980年3月

　　　11月

1981年2月

1982年11月

1982～86年

1983～86年

1984年7月

　　　11月

1988～現在

1989年3月

10月

1990～現在

1991～現在

1991～現在

1991年7月

1993年9月

1995年1月

主な活動の記録
同胞援助募金開始（地球儀を募金箱に利用）

一食布施運動提唱（1カ月90食のうち1食を献じる募金）

カンボジア難民キヤンブ（サケオ、カオイダン）視察

国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）の後援を受ける

カンボジア難民キヤンフ（カンボジアの仏教と伝統を

守る会，SVA）へ義援金（総額3000万円）を送付。

カンボジア難民キヤンブへ支援物資を送付。

アフリカ大旱魑緊急募金実施。～9月30日まで。

アフリカ大野勉義援金（総額350万円）をUNHCR、熊

本日日新聞を経て送付。

タイ国スラム開発支援（ワ0ソトイキャラバン）へ義援金（総額

3000万円）を拠出。

SVAヘアジア研修センター建設援助金（300万円）を

贈る。

会名を「蓮華院誕生寺難民救済会議」より「蓮華院誕生

寺国際協力協会」に改称。

スリランカ・ネセツク財団と協力して「心の里親」事業

を展開（保育園事業と合わせて支援総額1542万円）。

カンボジア日本語教室および里親援助を開始（総額144

万円）

スリランカ・ネセツク財団と協力して「貧しい子供達の

保育園」事業開始。

島原市・深江町に災害義援金（708万円）を拠出。

北海道南西沖地震および鹿児島災害へ義援金（1、072、

500円）を拠出。

阪神・淡路大震災緊急募金及び救援活動に着手。
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＋
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＋
五
日
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日

＋
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日

＋
入
日

高
野
山
真
言
宗
差
別
戒
名
追
善
法
要
参
列

局
内
会
議

部
落
解
放
基
本
法
実
行
委
員
会
出
席

部
落
解
放
基
本
法
中
央
行
動
参
加

庭
野
平
和
賞
受
賞
面
出
席

「
東
京
同
宗
連
」
総
会
出
席

局
内
会
議

監
査
会

全
量
協
名
僧
墨
蹟
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席
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野
大
会
打
ち
合
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せ

ル
ン
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ニ
i
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員
会

日
立
連
幹
事
会
・
実
行
委
員
会
出
席

法
律
相
談
室

　　

　
十
九
日
　
総
務
委
員
会

二
十
一
～
二
十
四
日

　
　
　
日
中
韓
仏
教
友
好
交
流
会
議
出
席
（
北
京
）

二
十
四
日
　
部
落
解
放
基
本
法
緊
急
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会
出
席
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十
五
日
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委
員
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協
会
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事
会
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＋
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＋
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＋
日

三
＋
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仏
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合
会
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長
本
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参
列
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道
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合
会
百
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年
式
典
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列

真
言
宗
各
派
同
和
研
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会
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席
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事
会
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置
師
（
元
京
都
府
仏
教
連
合
会
理
事
長
）

四
月
六
日
、
入
十
二
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で
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化
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土
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本
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知
恩
院
執
事
長

井
上
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久
師
（
元
価
仏
評
議
員
）

四
月
十
二
日
、
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十
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西
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師
（
全
仏
理
事
、
元
副
会
長
）
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月
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仏
教
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合
会
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長

小
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憲
師
（
元
全
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国
際
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門
委
員
）

五
月
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日
、
入
十
歳
で
遷
化

真
言
宗
智
山
派
集
議
、
大
僧
正

訂
正
　
前
号
入
頁
の
全
量
大
会
予
告
記
事
中
、
テ
ー

マ
の
う
ち
「
か
け
が
い
」
と
あ
る
の
は
「
か
け
が

え
」
の
誤
り
で
す
。
ま
た
、
開
催
日
を
十
月
五
日

（
水
）
と
あ
る
の
は
、
木
曜
日
の
誤
り
で
す
。
訂
正

し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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